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プログラミング教育における授業の効率化・スキルの可視化を通じ
DXを支えるデジタル人材の輩出と県内企業のDXを推進

444株式会社
国立大学法人愛媛大学 ｜ 学校法人河原学園河原電子ビジネス専門学校

Project No.

34 教育

【教育機関】プログラミング授業の早期化・教員不足等による
情報系教員の負担増加、また、学生のレベルに応じた学習機
会・コンテンツの提供不足。【企業】県内情報通信業の就職者
が全体の1割程度で、多くが県外企業に就職するというIT人
材の外部流出、お
よび 非 I T 企 業 で
のIT人材採用・育
成への成功イメー
ジ不足。

プログラミング授業がある2校に対し、学習・評価・採用プラットフォーム「TechFUL」を実装、教育現場におけるDX(授業工数の削減・成
績管理等の効率化)および質向上を目指す。また県内非IT企業を中心にIT/DX人材採用に土壌のある会社を中心にIT人材の採用支援
を実施、就職活動直結型のプログラミングコンテストを通じて教育機関から輩出されたIT人材とのマッチングを目指す。

【全体】教育機関を中心に、継続的に教育DXに向けた取り組みを深耕しつつ、新たにプログラミングの「実践力」を向上させる施策やキャ
リアイベントの開催、インターン企画にチャレンジ。学校で培ったスキルを実践できる機会を設け、学習をその後のキャリア選択に直結さ
せる狙い。

【教育機関】河原電子ビジネス専門学校の学生において、数学的な問題・アルゴリズムの応用問題に苦戦したことを受け、当社エンジニ
アによる問題解説・模範解答の提示などレクチャーを実施。並行して、学習とキャリアを紐づけるIT/DX関連のキャリアイベントを開催し、
学生の意識醸成を図る。

【企業】本イベントで取引を開始した企業に情報工学系の学生を受け入れるインターン企画の提案にチャレンジ。教育機関側の実践力の
場としてインターンが機能するような支援を行う。

【教育機関】「TechFUL」導入による教育DXの加速に伴い、
創出された時間を活用したより質の高い学習を提供、問題正
答数および難易度を向上させる。【企業】IT人材の社内活用
事例の共有や、情報工学系学生に訴求可能な求人票作成・
イベント登壇にお
けるレクチャーを
通じた I T 人 材 の
採用支援を行う。

課 題

目 的

今後の見立て・意向

【教育機関】①授業実施の準備工数の削減時間、②テスト準
備工数の削減時間、③テストの採点工数の削減時間、④2回
のスキルチェックにおける学生の成績点変化、⑤コンテスト
結果、⑥各学生のポートフォリオ

【企業】商談を実施した77社中、非IT企業54社におけるDX取
り組み度合いやIT人材の採用状況(4カテゴリーに分類)

取得データ

【教育機関】学習進捗やレベル感を詳細に把握、より粒度の
細かい打ち手が必須。例えば自己学習以外のスキル向上の
仕掛け、発想の転換の習慣づけ、論理的思考力等の基礎学
力の底上げを指す。

【企業】4カテゴリーに応じた課題を設定。適正な採用支援の
提案、および社外パートナーを巻き込んだDX支援や人事・採
用コンサルティング支援が急務。

データ活用による考察・示唆

解決策

採択事業者名

コンソーシアム構成員

検証項目 成果・結果

  教育機関における時間創出  
プログラミング授業の準備工数・採点工数の削減
  教育の質向上  
問題正答数・最高難易度の向上
  IT人材受け入れの土壌特定  
県内非IT企業(ICT/DX部門無)との商談数
  IT人材受け入れの採用支援  
県内非IT企業(ICT/DX部門有)での求人化

  教育機関における時間創出  
TechFUL内ストック問題を活用、問題作成等の準備時間と負
担を削減。(授業毎に準備時間：30分削減、採点・評価：10分削
減)一方で、解答作成に新たに時間がかかり、テストにおける時
間創出は増減がなかった。
  教育の質向上  
問題正答数・最高難易度は未達。創出した時間の活用法とし
て、当初想定の自己学習等の促進による演習問題数の増加が
図られず、実際は「質の高いコンテンツ提供を考える」ことに充
てられる結果になるも、今後に向けての新たな着想を得た。
  IT人材受け入れの土壌特定  
DXを推進する土壌が未整備、または人材を受け入れる環境が
未整備の非IT企業(ICT/DX部門無)とのIT人材に関する商談
は19社にて実施。(目標比380％進捗)
  IT人材受け入れの採用支援  
金融、広告・媒体、船舶・海運、電機・電子等の非IT事業会社で、
IT職種を採用する土壌のある企業(ICT/DX部門有)において、
IT人材の求人化を7社にて実施。(目標比233%進捗)

取り組み内容

  教育機関  
TechFULを導入することで、先生側の授業の準備時間・負担を
削減。創出した時間を活用し、通常カリキュラム＋αおよび自己
学習を促進、演習問題数を増やす。
  企業  
県内非IT企業(ICT/DX部門無)で、IT人材の受け入れ状況に
関する商談を実施。並行し、県内非IT企業(ICT/DX部門有)で
は顕在化している採用ニーズを求人化する。


